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＜病棟連絡事項＞
・医療ガス点検簿にサインと判子の２つが必要となりました。担当の小沼Nsが出勤時は小沼Nsが対応します。
＜移動＞
【入院】
・赤石　陽介様～東病棟Dユニット18号室
・出貝　カズ子様～東病棟Aユニット16号室（電カル上）
・西澤 由見様～東病棟Aユニット8号室（電カル上）
【転出】
・武部　道夫様～南D204へ転出
・七崎　之利様～西A47へ転出
・川畑　豊勝様～南D204へ転出
【転入】
・武部　道夫様～東C5へ転入
【部屋移動】
・米田　敬子様～Cユニット6号室→Bユニット1号室
・稲津　花江様～Cユニット4号室→Cユニット6号室
・武部　道夫様～Bユニット2号室→Cユニット4号室
・沼山　真紀子様～Aユニット16号室→Bユニット2号室
・西澤 由見様～Aユニット8号室→Aユニット11号室

＜患者様連絡事項＞
・七崎　之利様～ハップスター処方
・安達　貴浩様～胃痛時　つくしAM配合散　１．３g/包　10回分処方となる。
・浪岡　正志様～本日夕食よりレストラン。
・米田　敬子様～本日夕食よりレストラン。
・沼山　真紀子様～本日夕食よりレストラン。
・柳田　由美子～本日夕食よりレストラン。
・飯田　修子様～ご飯→粥へ変更。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放すると他患の私物を弄り行動を抑制できない様子みられた為、早めに開放観察を終えている。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _GoBack]・関川　良雄様～身体拘束中。各食全量摂取。身体拘束一部解除し見守りで食事をする。バイタルサイン異常なし。異食行為も見られず、拘束部位の循環障害なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・沼畑　宮子様～体温：36.3℃　脈拍：72/分　血圧：115/70mmhg　酸素飽和度：96％（酸素1ℓ）湿性咳嗽あり。茶色粘調痰自己排痰する。「こうしてても苦しい」と仰臥位での呼吸苦を訴える。しかし両側臥位でも呼吸苦の訴えている。全身の浮腫と紫斑は持続。

＜小柳Dr診察＞
・沼畑　宮子様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。
・関橋　長一～本日よりセロクエル中止。
・武部　道夫様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。
・城前　実様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。
・笹本　岩男様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。
＜深澤Dr診察＞
・飯田　修子様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。
・中山　真由美様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。
・出貝　カズ子様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。
・竹洞　総子様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。
・熊谷　良幸様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。
・関川　良雄様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。

＜新入院患者様情報＞
氏　　名：赤石　陽介様 09:58
　生年月日：昭和56年9月30日　（40歳）
　病　　名：統合失調症
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr．
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Dユニット

　＜経過＞
　当院外来通院中。当院最終入院はR3.12.６～12.16退院後は定期的な通院、訪問看
護、デイケア、就労にて経過をみていた。内服調整行っていたが、幻聴は持続してお
り、1/10前後より睡眠時間が１日３時間程度となっていた。そのため1/12が外来にて
薬剤調整するも不眠状態が持続。また幻視症状（血まみれの女が見える）が強くなって
きており受診予定を早め、R4.1.15外来受診。診察時本人入院加療を希望され、1/19
（水）9：58東病棟Dユニットへ独歩にて任意入院となる。

日　　時：R4.1.19 11:13
氏　　名：出貝　カズ子(でがい　かずこ)様
生年月日：昭和20年5月21日（76歳）
病　　名：アルツハイマー型認知症
性　　別：女性
診 察 医：深澤Dr.
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Ａユニット16号室

　　＜経過＞
　H29年5月頃より物忘れの症状が強くなり、H30年11月に大里脳神経クリニック受
診。アルツハイマー型認知症の診断を受け、薬物療法開始。Ｒ2年6月30日、同クリ
ニックの診察場面にて認知症症状の悪化が窺え、対応する家族へ易怒性もある為、家族
が疲弊しており症状改善目的にて当院紹介となりＲ2.7.21当院初診。以後定期的に当
院外来通院継続していた。今年に入りデイサービスやショートステイ利用時も落ち着か
ず、トイレ頻回、夜間も寝ないといったことがあり自宅での対応困難な状況。薬剤調
整・環境調整のため本日11：13東病棟Aユニットに医療保護入院となる。


氏　　名：西澤　由見（にしざわ　よしみ）様
　生年月日：昭和2年5月21日　94歳
　病　　名：認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：金Dr.（サポート医：深澤Dr.）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　次女と2人暮らし。以前は寝たきりの妻の介護を次女とともに行っていた。
　H27年頃より軽い物忘れの症状あり、H30年頃妻が死去。R1年頃転倒し八戸
　赤十字病院受診したところ脳卒中(損傷部位は右側)と診断を受け同院へ入院。
　同年再度脳出血を発症し、その際も損傷部位は右側と説明を受け同院へ10日
　程入院。自宅へ帰宅後足のひきずりがみられていた他は特変なく過ごしていた。
　　R2年春頃に、八戸赤十字病院のフォロー受診の予約を入れていたが、本人が、
　「頭がおかしい」と話しむらかみ脳神経を受診。同院医師からは脳の萎縮はあ
　るものの脳疾患の指摘は受けなかった。その後八戸赤十字病院受診するも、退
　院時と著変なしと説明を受けていた。同年頃、国道を広げて新しく土地を作る
　といったチラシを見てから妄想の症状が出現。「家を建てる土地がある」等と
　事実とは異なることを話すことが増え、R3年9月からは土地についての妄想が顕
　著となり、宅建や建築業者に出向き、「家の土地はどこだ」と話したり、人の敷
　地内や小屋にも無断で入って行ったりする行為がみられるようになった。記憶力
　も低下し、自身の話した内容や行動についても忘れ「俺はやっていない」と話す
　ようになった。郵便局に用を足しに行って家に戻れず徘徊し警察より家族へ連絡
　が行くことや、どこからかネギを持って帰ってくることもあった。かかりつけ医
　の生協診療所においても、待ち時間が長いと「何でこんなに待つんだ！」と大声
　を出す等感情もコントロールできていない様子であった。妄想、徘徊の症状改善
　のため入院治療の希望があった。

